
こども安全課

児童虐待対策担当

3335

番号 事業名 会計 款 項 目 説明事業

B167
民生費 児童虐待防止対策費

宣言項目   16

分野施策   16-1,16-2,16-3,16-4,16-5,16-6,16-7,16-8,16-9,16-10,16-a,16-b

１　事業概要 ５　事業説明

２　事業主体及び負担区分

３　地方財政措置の状況

なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

予算額

財　　源　　内　　訳

一般財源
国庫支出金 諸 収 入

決定額 51,421 19,608 12,205 19,608 51,421

前年額 0 0

令和 3年度予算見積調書
課室名:

担当名:

内線: (単位：千円)

SNSを活用した児童虐待相談事業 一般会
計

児童福
祉費

児童福祉総務
費

事 業
期 間

令和 2年度～ 根 拠
法 令

児童福祉法第11条、第12条
児童の虐待防止等に関する法律第4条　等（義務）

SDGsｺﾞｰﾙ

SDGsﾀｰｹﾞｯﾄ

新型コロナウイルス感染症が収束しない中、これまでに
ないストレスにより、児童虐待のリスクが高まっており
、虐待の未然防止が喫緊の課題となっている。
　そのため、ＳＮＳを活用し、子供や保護者がどこから
でも相談できる相談窓口を開設し、児童虐待の未然防止
、早期発見、早期対応を行う。

（１）事業内容
　・SNS活用相談事業　
　　子育てに悩みを抱える保護者や子供本人からの相談に対して、ＳＮＳを活用し、どこからでも相談できる窓口を設置
　　し、児童虐待の未然防止、早期発見、早期対応を行う。

（２）事業計画
　（令和2年度）
　・SNS相談窓口の設置

（３）事業効果
　・SNS相談窓口の開設により、児童虐待の早期発見・早期対応につなげる。

さいたま市負担分12,205千円（国1/2・県1/2）：（１）
の事業

9,500千円×0.2人＝1,900千円

前年との
対比

― 福祉部 B167 ―
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